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  ディープラーニングを中核する人工知能(以下 AI)第三の波が実現したことは、AI がパタ

ーンを発見し認識するということである。それは AI 設計者である人間が与えたルールに単

純に従ったものでも、情報を記憶して再生しているのでもない。囲碁の名人に勝利すること

で世界に驚きをもって迎えられたアルファ碁は、過去の棋譜を暗記したわけではない。「勝

ち筋」をパターンとして発見した。最近話題の GPT-4 等の自然言語処理 AI は、質問の文脈

をパターン化して読み解きつつ、そのパターンに合致するように回答を組み立てている。AI

は複雑な世界の中から多様なパターンを読み出すことに成功し始めている。 

 西山・松尾・小林(2020)において我々は、「同型論」を主張した。それは上記のような AI

が実現しつつある機構を解明すると、人間の知能にも生命体一般にもそして AI にも共通す

る同型のメカニズムに至りそうだ、という考え方である。同時にそれは、何かを「知る」と

いうメカニズムと何かが「ある」というメカニズムを一つのコインの表裏として説明でき

る、という主張でもある。こうした見方は、人間の知性は他と隔絶されたものだという見方、

物心二元論や心身二元論さらには唯名論的な考え方など、我々の世界像に変更を迫る。 

 フリストンら(Parr, Pezzulo, Friston(2022))を参照して整理すると、その同型のメカニズム

は、マルコフ・ブランケット、エマージェンス、それらが生む階層構造(レイヤー構造)の三

つからなる。 

マルコフ・ブランケットは、当初機械学習で用いられた枠組みである。これを応用すると、

世界の基本的なメカニズムとして、内外を区別する境界がまず生じ、その境界は外部環境と

内部構造を遮断はしないが、内外の交流を制御する作用を行う、との仮説に至る。(細胞膜

がその例である。)マルコフ・ブランケットは、その境界自体と境界が果たす二つの機能を

指す。その機能の一つは、外部環境からのデータを感知するセンサーの機能である。いま一

つは、センサーがデータを収集する方向を選択し、さらには外部環境に直接働きかけるなど

のアクチュエーターとしての機能である。生命体はこれらの機能を使って、外部環境に関す

る予測誤差を最小化し、生存を図っている(エントロピー増大に抗う)。それは利用する自由

エネルギーを最小化することにもなるので、自由エネルギー原理とも呼ばれる。外部環境の

予測精度を高める上では、外部環境からのその時々のデータだけに左右されるのではなく、

将来に関するモデルを内部で組み立て、そのシミュレーションを行うことで、より高度な対

応ができる。そこまでを含めた機能は、能動的推論と総称される。 

マルコフ・ブランケットは、内外に境界を設けることで対称性の破れを起こしており、何

かが「ある」ことについての原初的な機能を果たす。同時にその境界は、外部環境を予測す

るという意味で「知る」ことの基礎でもあるので、「知る」と「ある」は一体だという世界



像につながる。 

細胞は器官を構成し、器官は人体を構成する、という関係にある。これをフリストンらは

マルコフ・ブランケットの中にマルコフ・ブランケットがある、と説明する。ここに現れる

のがエマージェンスという現象である。エマージェンスは、部分の足し算が全体にはならな

い(DNA を解析するだけでは形態発生が説明できない)現象であり、そのメカニズムは説明

が難しい。マルコフ・ブランケットを使った説明では、外部環境の予測に役立つ可能性のあ

るシステムが既存のシステムの新たな組み合わせの中から生まれ、それを実際に試して生

存に役立てば持続的に存在するメカニズムとして説明される。その過程が繰り返されると、

かたや世界の秩序はより複雑なものになり、同時にその複雑な機構を使って複雑な秩序を

認識できることにもなる。ここでも「知る」と「ある」は表裏になる。 

この複雑性のレベルが一つずつ上がることを図示すれば、階層構造になる。アンダーソン

(Anderson (1972))は、すべての事象は基礎的な法則に従うという立場を維持しながら、同時

にその基礎的法則から宇宙の様々な事象を再現することはできないとした。それゆえに科

学は素粒子物理学から多体物理、分子生物学から社会科学に至る階層的な秩序をなしてい

る、と主張した。上記の階層構造を諸科学の関係性として説明したものだと言える。 

経済学への含意につなげる上で、ここで 3 点を強調する。一つは、新しい世界像は、世界

は局所的な環境適応とそのための予測機構の進化を基礎としていて、グローバルな合理性

や最適性を前提としていない。第二に、より複雑なシステムはそれよりも下位のシステムの

相互作用によって成立している、ということである。アンダーソンが述べるように、複雑性

の異なる各レイヤーだけを説明するのであれば、それに適合した語り口がある。それが諸科

学が階層構造をなす理由である。同時に、そのレイヤーが生じる淵源を解明しようとする

と、その学問レイヤーの内部だけでは記述できず、レイヤー間の関係性自体を説明する必要

が生ずる。生命科学が情報理論化しつつあるとされるのも、その一例だろう。第三に、コン

ピュータの設計は、階層構造を意識して行われた。ベルら(Bell, Newell(1971))によれば、コ

ンピュータシステム、特にソフトウェアは、いくつかのレベルで表現可能で、各々のレベル

は下位のレベルを抽象化したものである。そしてレベル毎にそれを構成するコンポーネン

トとその組み合わせ、それらの振る舞いについての独自の表現方法がある。コンピュータそ

して AI の発達がなぜ世界像や諸科学の更新につながるかの背景がここにある。 
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